
ツによる枠組み」と「自学自習が中心」というコンセ
プトで、大学が目指す「e-ラーニング」はこれを「授
業コマによる枠組み」「授業支援の機能中心」にアレン
ジしたものであり「効率化」と「情報化」を最終的な
狙いにしていると推察されます。さらに「教務システ
ム」までも連動させようとしています。
CAPISCAPISCAPISCAPISCAPIS(Computer Assisted Piano Instruction System)
として1984年に筆者が開発し、稼動させてきたピア
ノ指導システムはまさしく「e-ラーニング」のはし
りであったと思います。
CAPI Sはフロッピーディスクによる教材群と同じく
フロッピーディスク（５インチ仕様）によるオフラ
インシステムで構成され、その「ピアノ自動演奏シ
ステム」は「自動演奏ピアノ」としてピアノプレー
ヤーの商標で市販され普及しています。
　皮肉なことですが「教材提示」の機能だけが、C D
等と同様な「再生メディア」として一人歩きしてし
まったようです。しかし、演奏分析などの目的のた
めコンピュータによる演奏評価を利用した学生も多
くありました。
　今日市販される高級電子ピアノの多くに「ひとり
で学べる」機能が添加され、鍵盤上の光るＬＥＤを
追いかけるだけで正しい音が弾けるとか、間違える
と伴奏がそこで止まるなどの機能はすべてこの
CAPI Sが原点だったのです。私の実践を振り返って
みると次のようでした。
１１１１１..... シンセサイザーの利用シンセサイザーの利用シンセサイザーの利用シンセサイザーの利用シンセサイザーの利用
　今でこそ英語の辞書に「Synthesizer」という言葉
が掲載されるようになりましたが、それは1980年代
後半からです。筆者が世界で最初にこれを音楽教育
の世界に応用することを考案し、実用化に成功した
のが1975年でした。
　縦笛や鍵盤ハーモニカ等の簡易楽器を教育用楽器
とする当時の風潮を打破し、文部省をも動かしてシ
ンセサイザーを世界に先駆けて教育用楽器として位

e -e -e -e -e - ラーニングラーニングラーニングラーニングラーニング

音楽教育と音楽教育と音楽教育と音楽教育と音楽教育と e -e -e -e -e - ラーニングラーニングラーニングラーニングラーニング　
　この連載も12年目になり所謂「10年一昔」の観点
からすれば10 年前のハイテクも今では普通になって
いるものもある反面、陰も形もないものもあります。
　かつて学校は地域の文化センターであり、家庭には
無いような時代の最先端の教具や楽器がありました。
今ではそれが逆転して家庭ではもう使わないような
モノがまだ学校では使われています。戦後のいくつか
の好景気を経て手回し蓄音機から始まった音楽再生
装置はでアナログ溝式円盤からディジタルに変わっ
たことで光磁気媒体のCDやDVDそしてMDなどのもの
からメモリチップだけに依存するものやハードディ
スクによるものまで生まれて来ました。最近の若者の
必需品であるポケットサイズの再生機はいつの間に
か携帯電話やモバイル機の１機能となってしまいま
した。その変化の方向性は、①小型化②軽量化③複合
機能化④ネットワーク化⑤個別化などの特徴を示し
ています。
①②⑤は共通の方向性で、③④は携帯電話などのマル
チメディア対応と関係があります。
e -e -e -e -e - ラーニングラーニングラーニングラーニングラーニング
　教育の世界でもe- ラーニングというネットワーク
を基盤とした新しいシステムが実施されつつあり、そ
の行方が注目されています。
　最近小中学生に携帯電話を持たせない方向の論議
が主導的になっていますが、大学生くらいになればむ
しろ携帯やノートパソコンを必携アイテムとして持
たせることが現実的でしょう。確かに一部の学生はコ
ピペ（コピー&ペースト）でレポ－トを作成したりど
こかの記事をそのまま引用するようなこともあるよ
うです。しかし、今後人類の行く手には情報活用能力
や機器操作能力など避けて通れないテクノロジ－が
立ちはだかっており、それを拒否すれば孤立無援の生
涯を覚悟しなければなりません。「e-ラーニング」は
元来、企業教育で用いられた概念であり「学習コンテン
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置付けさせた経緯がまずありました。
　電源が必要ですが、固有の音色や演奏法が無いこ
の楽器は、学習内容に応じてその音や制御方法を変
えることで楽器奏法の修得を目標としてきた当時の
音楽教育に方向転換を迫る多大なる影響を及ぼし、
「個性化」「個別化」の教育へと音楽教育を方向転
換させるきっかけとなりました。小型鍵盤式シンセ
サイザー６台を一体化した「アンサンブル・オルガ
ン」はその後日本の小学校の音楽教育を塗り替えて
しまいました。また、このシステムはドイツの音楽
教育で今盛んに用いられています。
　さらにこのアンサンブル・オルガンをMID I信号で
コンピュータとネットワークさせたC M I ソフト
「HyperMIDI Lesson」は兵庫県の揖保小学校のために
筆者が開発したHyper Cardによるプログラムでした。
２．コンピュータによる音楽教育２．コンピュータによる音楽教育２．コンピュータによる音楽教育２．コンピュータによる音楽教育２．コンピュータによる音楽教育
　DTMソフトとコンピュータがあれば音楽教育が出来
るとは決して考えていません。本来音楽室に必要な
のはずらりと並んだコンピュータではなく、楽器や
歌うための設備です。もしコンピュータが音楽教室
に有るとしても、教師のそばに１台あれば十分で
す。この思想で構築されたのがアメリカで進行中の
ＭＩＥ（Music In Education）です。そのキャッチフ
レーズは"Untill today,school music has been taught
by the book"です。教科書だけに依存してきた音楽教
育に対してＭＩＥは1 4 5 項目のカリキュラムをコン
ピュータを使ってマネージします。同時に扱える生
徒の数は３０人で、アメリカの標準学級定員と合致
しますが、基本は学級ではなくナン・グレーディッ
ドシステムです。
３．３．３．３．３．CAPISCAPISCAPISCAPISCAPIS の実践の実践の実践の実践の実践
　兵教大開学当初6 3 台のアップライトピアノがすべ
て体育館の中に設置され何ら音の遮断策も講じられ
ないすざまじい騒音状態の中で学部１期生の音楽の
授業は開始されました。198 3年芸術棟の完成と共に
それらのピアノは三階と四階のピアノ練習室に納め
られ、良好なる練習環境が出来、同年初代眞篠将セ
ンター長の下CAPISは計画され特別設備費2500万円で
私が開発し6 3 台すべての練習用ピアノに設置しまし
た。
 カセットテープではなく、ディスクによるメディア
を提案。さらに演奏動作が記録できるセンサーを、
鍵盤直下の圧電素子によるものから、ハンマーの運
動速度を検出する非接触型光センサーによるものと
し、ハンマーを駆動するソレノイド・コイルも人間
のピアニストと同じ位のラティテュードを有するコ
ンパクトで動作の静かなものを提案すると共にアッ
プライト・ピアノの宿命であるハンマーがハンマー
レストに戻ったときにバウンドして起こる打鍵の空

打ちを防ぐためのショックアブソーバーを提案する
など数々の提案をヤマハに提案して製品化にこぎ着
けました。その結果64段階のダイナミックの記録再
現が可能になり、鍵盤直下のセンサーでは察知でき
なかった「底まで押さない打鍵」でも検知できるよ
うになり、きわめて精密な記録再現が可能となった
のでした。後にヤマハはこのピアノにピアノプレー
ヤー（アメリカではDisklavier）の商標をかぶせ市
販して有名になってしまいました。
　指導に使っていたテキストの曲をディスクに記録
し、芸術棟事務室で学習者に貸し出すシステムで、
学習者は事務室でディスクを借り受け３，４階のす
べてのピアノ練習室に設置されたピアノの上に乗っ
ている装置にディスクを入れ、再生のボタンを押す
だけで目の前のピアノの鍵盤が勝手に動いて演奏を
開始したのです。
　先生にお手本を何回も弾いて貰わなくても、何の
気兼ねもなく何回でも目の前で再現されるのですか
らその教材提示機能や範奏機能は画期的なものとな
りました。
　声楽や管楽器の伴奏を予め記録しておけば、伴奏
者のスケジュールを気にすることなくいつでも伴奏
付きで練習できるといういわば「カラオケ」的な用
途や、間違えた箇所を検出したり、演奏の傾向を判
定したりしてコンピュータが「自動評価」するシス
テムも開発しました。
　５分の曲を評価するのに５分以上かかる従来の人
間システムとは異なり５分の演奏は数秒でチェック
出来、時間という人力では解決できない壁をこのシ
ステムは破ったのでした。勿論コンピュータの行う
評価は「形容詞」や「価値判断」を伴わない客観的
な査定に過ぎないのでその様な芸術的評価は人間教
師がもう一度自動ピアノで再現させて行うことは言
うまでもありません
　ここで学習者の一連の流れを整理してみると、
①練習課題の決定。
②楽譜と対応するディスクの借り出し。
③範奏による楽曲の完成イメージ形成。
④練習。
⑤自分の演奏をディスクに記録。
⑥自分の演奏を聴く。
⑦補正や修正を加えた再練習。
⑧必要に応じてディスクを提出することで評価を受
ける
というものですが、この②～⑧がオフラインによる
「e-ラーニング」ということになります。最近は電
子ピアノに置き換えてＭＩＤＩによるNet-CAPISの
開発に着手しているところですがアメリカあたりで
はリモートレッスンが研究されているようです。


